第５3回日整九州学術大会　長崎大会
日時：令和8年１０月25日（日）8：30～13：30　 
　場所：ホテルニュー長崎　３階　鳳凰閣
報告：大山　耕平

　日整会長の長尾淳彦先生より大会会長挨拶があり、続いて学術教育部長の徳山健司先生から「匠の技伝承プロジェクトの意義等について」とお話があり、学術教育部員の川戸典知先生から「エコーを柔整師の手に」という内容でお話しいただきました。
　（特別講演）
「骨粗鬆症診療の最前線～脆弱性骨折予防の重要性、骨微細構造から捉えた病態解析、最新の治療薬まで～」として長崎大学病院整形外科　講師　千葉　恒先生が公演された。
日本における骨粗鬆症の重要性、骨粗鬆症検査について、HRPQCTを用いた骨微細構造からみた骨粗鬆症の病態、骨粗鬆症の薬物治療、骨粗鬆症治療薬による骨微細構造の変化、骨粗鬆症検診の現状についてお話してくださいました。

（会員論文発表）
「骨化性筋炎に対する新たな介入の試み」
～拡散型衝撃波の有用性と超音波画像観察による評価を用いた安全かつ早期の競技復帰モデル～　　　　　　　　　　　　長崎県　橋口　浩治
「足底筋膜刺激及び足関節テーピング固定の立位体前屈および腰部痛に対する効果の比較」
福岡県　遠山　昌代
「小学生スポーツ選手における外果裂離骨折遺残所見の有病率および機能評価との関連」
～集団フィジカルチェックに基づく横断研究～
沖縄県　今西　博昭
「顎関節可動域改善を目的としたクリップ押圧器具の開発と臨床的応用」
福岡県　秋穂　一雄
「超音波観察装置を用いた中学・高校女子バレーボール選手に対する腱障害調査」
～大腿四頭筋と膝蓋腱に着目して～
宮崎県　中村　拓未
「ハムストリングス筋挫傷における温罨法の効果と有用性」
大分県　森　一馬
「熊本地震から１０年次世代に繋ぐ柔道整復師の災害救護活動」
熊本県　相馬　太志
「肩関節下方脱臼に対する２段階整復法の一考察」
鹿児島県　馬場　徹
接骨医学会に行く8編の発表があり、どの発表も質疑応答が多く大変盛り上がっておりました。会場外でも宮崎県の落合会員による災害医用器具の展示や施術などが行われておりました。来年は熊本県で行われます。多くの先生方の参加をよろしくお願いいたします。
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